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テープ ドライブについて

認定されたONTAPテープ ドライブについて

ストレージ システムで正常に動作することがテストによって確認された認定テープ ドラ
イブを使用する必要があります。テープのエイリアス設定に従って、さらにテープ予約
機能も有効にすると、一度に1つのストレージ システムだけがテープ ドライブにアクセ
スするよう制御できます。

認定テープ ドライブとは、ストレージ システムで正常に動作することがテストで確認されたテープ ドライブ
です。テープ構成ファイルを使用することで、既存のONTAPリリースでテープ ドライブを認定することがで
きます。

ONTAPテープ構成ファイルの形式

テープ構成ファイルの記述形式は、テープ ドライブのベンダーID、製品ID、圧縮形式の
詳細などのフィールドで構成されています。また、このファイルには、テープ ドライブ
の自動ロード機能を有効にしたり、テープ ドライブのコマンド タイムアウト値を変更し
たりするためのフィールド（省略可能）も含まれています。

次の表に、テープ構成ファイルの記述形式を示します。

項目 サイズ 概要

vendor_id（文字列） 8バイト以下
`SCSI

Inquiry`コマンドによって

報告されるベンダー ID。

product_id（文字列） 16バイト以下
`SCSI

Inquiry`コマンドによって

報告される製品ID。

id_match_size（番号） テープ ドライブの識別に使用され
る製品IDのバイト数を指定しま
す。このバイト数は、Inquiryコマ
ンドで表示される製品IDの最初の
文字から数えます。
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項目 サイズ 概要

vendor_pretty（文字列） 16バイト以下 このパラメータが存在する場合
は、コマンドによって表示される
文字列で指定され、 `storage tape

show -device-names`それ以外の場
合は INQ_VENDOR_ID が表示され
ます。

product_pretty（文字列） 16バイト以下 このパラメータが存在する場合
は、コマンドによって表示される

文字列で指定され storage tape

show -device-names、存在し
ない場合は INQ_PRODUCT_ID が
表示されます。

`vendor_pretty`フィールドおよび

`product_pretty`フィールドはオプションですが、いずれかのフィールドに値があ
る場合は、他のフィールドにも値がなければなりません。

次の表は、 l、 m、 h、 `a`などのさまざまな圧縮タイプの説明、密度コード、および圧縮アルゴリズムを示
しています：

項目 サイズ 概要

`{l m h

a}_description=(string)` 24バイト以下 特定の密度設定の特性を説明す
る、ノードシェル コマンド
`sysconfig -t`で印刷される文字列。

`{l m h

a}_density=(hex codes)` l、m、h、またはaの密度コードに
対応し、SCSIモードのページ ブロ
ック記述子内に設定される密度コ
ード。

`{l m h

a}_algorithm=(hex codes)` 密度コードと目的の密度特性に対
応し、SCSI圧縮モード ページ内に
設定される圧縮アルゴリズム。

次の表に、テープ構成ファイル内の省略可能なフィールドを示します。
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フィールド 概要

autoload=(Boolean yes/no) このフィールドは yes`に設定されます（テープ ド
ライブに自動ローディング機能がある場合）。つま

り、テープ カートリッジを挿入すると、 `SCSI

load（start/stopユニット）コマンドを実行しなくて
もテープ ドライブが準備完了状態になります。この
フィールドのデフォルトは `no`です。

cmd_timeout_0x 個々のタイムアウト値。このフィールドは、テープ
ドライブのデフォルトのタイムアウト値と異なるタ
イムアウト値を指定する場合にのみ使用してくださ
い。サンプル ファイルには、テープ ドライブのデフ
ォルトのSCSIコマンド タイムアウト値の一覧が記載
されています。タイムアウト値は、分（m）、秒（s

）、またはミリ秒（ms）で指定できます。

このフィールドは変更しないでくださ
い。

テープ構成ファイルはNetApp サポート サイトからダウンロードして確認できます。

テープ構成ファイルの記述形式の例

HP LTO5 ULTRIUMテープ ドライブのテープ構成ファイルの記述形式は次のとおりです。

vendor_id＝「HP」

product_id＝「Ultrium 5-SCSI」

id_match_size=9

vendor_pretty＝「Hewlett-Packard」

product_pretty＝「LTO-5」

l_description＝「LTO-3（ro）/4 4/800GB」

l_density＝0x00

l_algorithm＝0x00

m_description＝「LTO-3（ro）/4 8/1600GB cmp」

m_density＝0x00

m_algorithm＝0x01

h_description＝「LTO-5 1600GB」

h_density＝0x58
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h_algorithm＝0x00

a_description＝「LTO-5 3200GB cmp」

a_density＝0x58

a_algorithm＝0x01

autoload＝「はい」

関連情報

• "NetAppツール：テープ デバイス構成ファイル"

• "storage tape show"

ONTAPストレージ システムがテープ ドライブを動的に認定す
る方法

ストレージ システムは、テープ ドライブのベンダーIDと製品IDをテープ認定テーブル内
の情報と照合することによって、テープ ドライブを動的に認定します。

テープ ドライブを接続したストレージ システムでは、テープ検出で取得したベンダーIDと製品IDを内部テー
プ認定テーブル内の情報と照合します。一致する情報が見つかると、そのテープ ドライブが認定ドライブと
してマークされ、ストレージ システムからそのテープ ドライブにアクセスできるようになります。一致する
情報が見つからなかった場合、そのテープ ドライブは未認定のままになり、ストレージ システムからアクセ
スすることはできません。

テープ デバイス - 概要

ONTAPテープ デバイスについて学ぶ

テープ デバイスはテープ ドライブを表し、テープ ドライブの巻き戻しタイプと圧縮容
量を組み合わせたものです。

テープ デバイスは、巻き戻しタイプと圧縮機能の組み合わせごとに作成されます。そのため、テープ ドライ
ブまたはテープ ライブラリには複数のテープ デバイスを関連付けることができます。テープの移動、書き込
み、または読み取りを行うには、テープ デバイスを指定する必要があります。

ストレージ システムにテープ ドライブまたはテープ ライブラリを取り付けると、ONTAPによってそのテー
プ ドライブまたはテープ ライブラリに関連付けられたテープ デバイスが作成されます。

ONTAPはテープ ドライブとテープ ライブラリを検出し、論理番号とテープ デバイスを割り当てま
す。ONTAPは、ファイバ チャネル、SAS、およびパラレルSCSIテープ ドライブとライブラリがインターフ
ェース ポートに接続されているときに検出します。ONTAPは、これらのドライブのインターフェースが有効
になっているときに検出します。

ONTAPテープ デバイス名の形式

各テープ デバイスには、対応する名前が定義された形式で割り当てられています。名前
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には、デバイスの種類、巻き戻しタイプ、エイリアス、および圧縮タイプに関する情報
が含まれています。

テープ デバイス名の形式は次のとおりです：

rewind_type st alias_number compression_type

`rewind_type`は巻き戻しタイプです。

以下は、巻き戻しタイプの値です。

• r

ONTAPは、テープ ファイルの書き込みが完了するとテープを巻き戻します。

• nr

ONTAPは、テープ ファイルの書き込み完了後、テープを巻き戻しません。同じテープに複数のテープ フ
ァイルを書き込む場合は、この巻き戻しタイプを使用する必要があります。

• ur

アンロード / リロード巻き戻しタイプです。この巻き戻しタイプを使用すると、テープ ファイルの終わり
に達するとテープ ライブラリによってテープが取り出され（アンロード）、次のテープがある場合はその
テープがロードされます。

この巻き戻しタイプは、次の場合にのみ使用してください。

◦ このデバイスに関連付けられたテープ ドライブは、テープ ライブラリ内にあるか、ライブラリ モー
ドのメディア チェンジャー内にあります。

◦ このデバイスに関連付けられたテープ ドライブは、ストレージ システムに接続されています。

◦ 実行している操作に十分なテープが、このテープ ドライブに定義されているライブラリ テープ シー
ケンスで使用可能です。

巻き戻しなしのデバイスを使用してテープに書き込みを行った場合、そのテープを読み取る前
にテープを巻き戻す必要があります。

`st`はテープ ドライブの標準的な名称です。

`alias_number`は、ONTAPがテープ ドライブに割り当てるエイリアスです。ONTAPが新しいテープ ドライブ
を検出すると、ONTAPはそのテープ ドライブにエイリアスを割り当てます。

`compression_type`は、テープ上のデータの密度と圧縮の種類を表すドライブ固有のコードです。

次のリストは、 `compression_type`のさまざまな値について説明します。

• a

最高圧縮

• h
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高圧縮

• m

中程度の圧縮

• l

低圧縮

例

`nrst0a`最高の圧縮を使用して、テープ ドライブ 0 上の巻き戻しなしデバイスを指定します。

テープ デバイス リストの例

以下は、HP Ultrium 2-SCSIに関連付けられたテープ デバイス リストの例です。

           Tape drive (fc202_6:2.126L1)  HP      Ultrium 2-SCSI

    rst0l  -  rewind device,        format is: HP (200GB)

    nrst0l -  no rewind device,     format is: HP (200GB)

    urst0l -  unload/reload device, format is: HP (200GB)

    rst0m  -  rewind device,        format is: HP (200GB)

    nrst0m -  no rewind device,     format is: HP (200GB)

    urst0m -  unload/reload device, format is: HP (200GB)

    rst0h  -  rewind device,        format is: HP (200GB)

    nrst0h -  no rewind device,     format is: HP (200GB)

    urst0h -  unload/reload device, format is: HP (200GB)

    rst0a  -  rewind device,        format is: HP (400GB w/comp)

    nrst0a -  no rewind device,     format is: HP (400GB w/comp)

    urst0a -  unload/reload device, format is: HP (400GB w/comp)

次のリストは、前述の例の略語について説明しています：

• GB - ギガバイト。テープの容量を示します。

• w/comp - 圧縮あり。圧縮時のテープ容量を示します。

同時にサポートされるONTAPテープ デバイスの数

ONTAPでは、Fibre Channel、SCSI、SASの接続を任意に組み合わせた環境において、
各ストレージ システムにつき（ノードあたり）最大64個のテープ ドライブの同時接
続、16台のメディア チェンジャ、および16台のブリッジまたはルータ デバイスをサポ
ートします。

物理テープ ライブラリまたは仮想テープ ライブラリ内のデバイスやスタンドアロン デバイスをテープ ドラ
イブまたはメディア チェンジャとして使用できます。
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ストレージ システムは64個のテープ ドライブの接続を検出できますが、同時に実行できるバ
ックアップおよびリストア セッションの最大数はバックアップ エンジンのスケーラビリティ制
限によって異なります。

関連情報

ダンプ バックアップおよびリストア セッションのスケーラビリティ制限

テープのエイリアス設定

テープのエイリアス設定 - 概要

エイリアス設定を行うと、デバイスの識別が容易になります。エイリアス設定では、テ
ープまたはメディア チェンジャの物理パス名（PPN）またはシリアル番号（SN）を、
永続的かつ変更可能なエイリアス名にバインドします。

テープのエイリアス設定では、次の規則に従って、テープ ドライブ（またはテープ ライブラリやメディア チ
ェンジャ）に常に単一のエイリアス名が関連付けられます。

シナリオ エイリアスの再割り当て

システムのリブート時 テープ ドライブには以前のエイリアスが自動的に再
割り当てされます。

テープ デバイスが別のポートに移動したとき 新しいアドレスにエイリアスを調整できます。

複数のシステムで同じテープ デバイスを使用すると
き

すべてのシステムに同じエイリアスを設定できま
す。

Data ONTAP 8.1.xからData ONTAP 8.2.xにアップグレードすると、Data ONTAP 8.2.xのテープ
エイリアス機能によって既存のテープ エイリアス名が変更されます。その場合、バックアップ
アプリケーションでテープ エイリアス名の更新が必要になることがあります。

テープ エイリアスを割り当てることによって、バックアップ デバイスの論理名（st0、mc1など）と、ポー
ト、テープ ドライブ、またはメディア チェンジャに永続的に割り当てられた名前を関連付けることができま
す。

st0とst00は異なる論理名です。

論理名とシリアル番号は、デバイスへのアクセスにのみ使用されます。アクセスしたあとは、
デバイスのエラー メッセージはすべて物理パス名で返されます。

エイリアス設定に使用できる名前は、物理パス名とシリアル番号の2種類です。

物理パス名について

物理パス名（PPN）は、ストレージ システムに接続されているSCSI-2/3アダプタまたはスイッチ（特定の場
所）に基づいて、ONTAPがテープ ドライブおよびテープ ライブラリに割り当てる数値アドレス シーケンス
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です。PPNは電気名とも呼ばれます。

直接接続デバイスの PPN は次の形式を使用します： host_adapter device_id_lun

LUN 値は、LUN 値がゼロでないテープ デバイスおよびメディア チェンジャー デバイスに対し
てのみ表示されます。つまり、LUN 値がゼロの場合、PPN の `lun`部分は表示されません。

たとえば、PPN 8.6 はホスト アダプタ番号が 8、デバイス ID が 6、論理ユニット番号（LUN）が 0 であるこ
とを示します。

SASテープ デバイスも直接接続デバイスです。例えば、PPN 5c.4は、ストレージ システムにおいてSAS

HBAがスロット5に接続され、SASテープがSAS HBAのポートCに接続され、デバイスIDが4であることを示
します。

Fibre Channel スイッチ接続デバイスの PPN は次の形式を使用します： switch:port_id.

device_id_lun

たとえば、PPN MY_SWITCH：5.3L2 は、MY_SWITCH というスイッチのポート 5 に接続されたテープ ドラ
イブがデバイス ID 3 に設定され、LUN 2 を持っていることを示します。

LUN（論理ユニット番号）はドライブによって決まります。ファイバー チャネル、SCSIテープ ドライブとテ
ープ ライブラリ、およびディスクにはPPNがあります。

テープ ドライブとライブラリのPPNは、スイッチ名の変更、テープ ドライブまたはライブラリの移動、また
はテープ ドライブまたはライブラリの再構成が行われない限り変更されません。PPNは再起動後も変更され
ません。例えば、MY_SWITCH:5.3L2という名前のテープ ドライブを取り外し、同じデバイスIDとLUNを持つ
新しいテープ ドライブをスイッチMY_SWITCHのポート5に接続した場合、新しいテープ ドライブ
はMY_SWITCH:5.3L2を使用してアクセスできます。

シリアル番号について

シリアル番号（SN）はテープ ドライブまたはメディア チェンジャーの一意の識別子です。ONTAPはWWNで
はなくSNに基づいてエイリアスを生成します。

SNはテープ ドライブまたはメディア チェンジャの一意の識別子であるため、テープ ドライブまたはメディ
ア チェンジャへの接続パスが複数あっても、エイリアスは変わりません。これにより、ストレージ システム
は、テープ ライブラリ構成内の同じテープ ドライブまたはメディア チェンジャを追跡できます。

テープ ドライブまたはメディア チェンジャのSNは、テープ ドライブまたはメディア チェンジャが接続され
ているファイバ チャネル スイッチの名前を変更しても変更されません。ただし、テープ ライブラリで既存の
テープ ドライブを新しいテープ ドライブに交換すると、テープ ドライブのSNが変更されるため、ONTAPに
よって新しいエイリアスが生成されます。また、既存のテープ ドライブをテープ ライブラリ内の新しいスロ
ットに移動したり、テープ ドライブのLUNを再マッピングしたりした場合も、ONTAPはそのテープ ドライブ
の新しいエイリアスを生成します。

新しく生成されたエイリアスを使用してバックアップ アプリケーションを更新する必要があり
ます。

テープ デバイスのSNは次の形式を使用します： SN[xxxxxxxxxx]L[X]

`x`は英数字で、LXはテープ デバイスのLUNです。LUNが0の場合、文字列のLX部分は表示されません。
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各 SN は最大 32 文字で構成され、SN の形式では大文字と小文字は区別されません。

ONTAPマルチパス テープ アクセスを設定する際の考慮事項

ストレージ システムからテープ ライブラリ内のテープ ドライブにアクセスするための
2 つのパスを設定できます。1 つのパスに障害が発生した場合、ストレージ システムは
障害が発生したパスをすぐに修復することなく、他のパスを使用してテープ ドライブに
アクセスできます。これにより、テープ操作を再開できるようになります。

ストレージ システムからマルチパス テープ アクセスを構成するときは、次の点を考慮する必要があります：

• LUN マッピングをサポートするテープ ライブラリでは、LUN グループへのマルチパス アクセスのため
に、LUN マッピングは各パスで対称である必要があります。

テープ ドライブとメディア チェンジャーは、テープ ライブラリ内のLUNグループ（同じイニシエータ パ
ス セットを共有するLUNのセット）に割り当てられます。LUNグループのすべてのテープ ドライブは、
すべての複数のパスでバックアップおよびリストア処理に使用できる必要があります。

• ストレージ システムからテープ ライブラリ内のテープ ドライブにアクセスするために、最大 2 つのパス
を設定できます。

• マルチパス テープ アクセスはロード バランシングをサポートします。ロード バランシングはデフォルト
では無効になっています。

次の例では、ストレージ システムは2つのイニシエータ パス（0bと0d）を介してLUNグループ0にアクセスし
ています。どちらのパスでも、LUNグループのLUN番号は0、LUN数は5です。ストレージ システムは、1つの
イニシエータ パス（3d）を介してのみLUNグループ1にアクセスしています。

STSW-3070-2_cluster::> storage tape library config show

Node                    LUN Group   LUN Count  Library Name  Library

Target Port  Initiator

----------------------- ----------- ---------- -------------

-------------------- -----

STSW-3070-2_cluster-01        0      5         IBM 3573-TL_1

510a09800000412d     0b

 

0d

                              1      2         IBM 3573-TL_2

50050763124b4d6f     3d

3 entries were displayed

関連情報

• "ストレージ テープ ライブラリ構成表示"
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ONTAPストレージ システムにテープ ドライブとテープ ライブ
ラリを追加する方法を学びます

テープ ドライブとライブラリをストレージ システムに動的に追加できます（ストレージ
システムをオフラインにする必要はありません）。

新しいメディアチェンジャーを追加すると、ストレージシステムはその存在を検出し、構成に追加します。そ
のメディアチェンジャーがエイリアス情報で既に参照されている場合、新しい論理名は作成されません。ライ
ブラリが参照されていない場合、ストレージシステムはそのメディアチェンジャーの新しいエイリアスを作成
します。

テープ ライブラリ構成では、ONTAPがそのターゲット ポート上のすべてのメディア チェンジャーとテープ
ドライブを検出できるように、ターゲット ポートのLUN 0にテープ ドライブまたはメディア チェンジャーを
構成する必要があります。

ONTAPテープ予約について学ぶ

テープ ドライブ、メディア チェンジャ、ブリッジ、テープ ライブラリなどは共有可能
であるため、複数のストレージ システムからアクセスできます。テープ予約機能を利用
すると、すべてのテープ ドライブ、メディア チェンジャ、ブリッジ、およびテープ ラ
イブラリで、SCSI予約 / リリース メカニズムまたはSCSI永続的予約機能のいずれかを
有効にして、一度に1つのストレージ システムだけがデバイスにアクセスするよう制御
できます。

スイッチが含まれているかどうかにかかわらず、ライブラリ内のデバイスを共有するすべての
システムでは同じ予約方法を使用する必要があります。

SCSI予約 / リリース メカニズムによるデバイス予約は、通常の状態では適切に機能します。ただし、インタ
ーフェイス エラーからのリカバリ処理中に予約内容が消失することがあります。予約内容が消失すると、予
約した所有者以外のイニシエータがデバイスにアクセスできるようになります。

SCSI永続的予約機能による予約は、ループ リセットやターゲット リセットなどのエラー リカバリ メカニズ
ムには影響されません。ただし、すべてのデバイスに、適切なSCSI永続的予約機能が実装されているとは限
りません。
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